
 

●
 「
み
ん
な
で
音
楽
会
へ
出
か
け
よ
う
！
」 

を
開
催
し
ま
す
！
 

滋
賀
県
で
は
び
わ
湖
ホ
ー
ル
と
連
携
し
て
、
県
内

の
子
ど
も
た
ち
が
び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
大
編
成
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を
聴
く
「
ホ
ー
ル
の
子
事
業
」

（
毎
年
６
月
頃
実
施
）
や
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
声
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
が
小
学
校
の
体
育
館
で
開
催
す
る
「
学

校
巡
回
公
演
」
（
毎
年
５
月
頃
実
施
）
な
ど
を
通
じ

て
、
音
楽
公
演
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か

ら
、
音
楽
公
演
を
提

供
す
る
機
会
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
び
、
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
音
楽

の
鑑
賞
機
会
を
創
出

す
る
た
め
、
感
染
症

対
策
を
実
施
し
な
が

ら
、
音
楽
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
 

お
子
様
か
ら
大
人

の
方
ま
で
、
み
な
さ

ま
に
お
楽
し
み
い
た

だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
た

く
さ
ん
の
方
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
 

な
お
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
の
公
演
は
Y
ouT
ube

に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信
お
よ
び
ア
ー
カ
イ
ブ
配

信
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
 

                 
●
 「
文
化
芸
術
公
演
支
援
事
業
」
補
助
金
の

創
設
、申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
！
 

 　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
文
化
芸
術
公
演
を
支
援
す
る

た
め
、感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
、県
内
文
化
施
設
で

文
化
芸
術
公
演
を
行
っ
た
利
用
者
に
施
設
使
用
料
の

１
／
２
を
支
援
し
ま
す
。
 

〇
申
請
受
付
期
間
 

　
令
和
２
年
11
月
13
日
（
金
）
 

〜
令
和
３
年
３
月
３
日
（
水
）
 

※
令
和
３
年
３
月
中
に
実
施
す
る
公
演
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
申
請
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

※
予
算
の
上
限
に
達
し
た
時
点
で
、
受
付
を
終
了
し

ま
す
。
 

〇
対
象
者
 

「
劇
場
、
音
楽
堂
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
版
」
に

則
っ
た
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
実
施
し
、
公
演
を

行
う
者
 

〇
対
象
公
演
（
以
下
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
）
 

・
舞
台
を
使
用
し
て
実
施
す
る
文
化
芸
術
公
演
お
よ

び
当
該
公
演
に
伴
う
練
習
 

・「
劇
場
音
楽
堂
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
版
」
に
則
っ

た
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
実
施
す
る
公
演
 

・
令
和
２
年
10
月
10
日（
土
）か
ら
令
和
３
年
３
月
28

日
（
日
）
に
実
施
す
る
公
演
 

〇
お
問
い
合
わ
せ
先
 

「
文
化
芸
術
公
演
支
援
事
業
」
事
務
局
  

(公
益
財
団
法
人
び
わ
湖
芸
術
文
化
財
団
 内
) 

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
７
ー
５
２
３
ー
７
１
３
３
　
　
　
　
　
 

　
E
-m
ail：
e-su
p
p
o
rt@
b
iw
ako
-arts.o
r.jp
 

　
詳
細
は
県
お
よ
び
事
務
局
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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滋賀県の文化

滋
賀
県
文
化
情
報
 

『
え
ん
む
す
び
』

学
校
巡
回
公
演
（
２
０
１
９
年
５
月
）

【日時・場所】 
2021年２月21日（日）14:00開演の１部 
　於：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール（応募締切：1/11) 
2021年３月13日（土）11:00開演、14:00開演の２部　 
　於：滋賀県立文化産業交流会館（応募締切：1/31） 

【応募方法】 
往復はがきで各ホールにお申し込みください。 
詳しくは、滋賀県HPに添付のチラシをご覧ください。 
（URL:https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/bunaka
sports/bunkageizyutsu/315050.html） 

【プログラム】 
『パプリカ』『となりのトトロ』『滋賀県民の歌』など 

【お問い合わせ】 
びわ湖ホール：077-523-7136 
文化産業交流会館：0749-52-5111
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 職
人
技
、
八
幡
瓦
の
美
と
不
思
議
 

近
江
の
祭
り
研
究
所
　
代
表
　
辻
村
 耕
司
  

滋
賀
県
の
「
美
の
滋
賀
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事

業
に
採
択
さ
れ
た
「
近
江
の
祭
り
研
究
所
」
と
申
し

ま
す
。
近
江
、
琵
琶
湖
と
そ
の
周
辺
に
人
々
が
暮
ら

し
形
づ
く
っ
て
き
た
歴
史
と
文
化
を
〝
祭
り
〞
と
い

う
糸
口
か
ら
深
く
理
解
し
よ
う
と
結
成
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
に
は
滋
賀
県
の
「
地
域
の
元
気
創
造
・

暮
ら
し
ア
ー
ト
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、
『
祭
り
を
彩

る
デ
ザ
イ
ン
 vol.
１
守
山
市
』
を
開
催
。
無
形
民
俗
文

化
財
「
近
江
の
ケ
ン
ケ
ト
祭
り
長
刀
振
り
」
に
指
定

さ
れ
た
小
津
神
社
・
下
新
川
神
社
及
び
馬
路
石
邊
神

社
の
豊
年
踊
り
の
衣
装
・
飾
り
・
祭
礼
具
に
焦
点
を

当
て
写
真
・
映
像
・
実
物
を
守
山
市
の
「
う
の
家
」

で
展
示
、
ま
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
32
ペ
ー
ジ
の
図
録
を
作

成
、
祭
礼
の
保
存
会
へ
各
１
０
０
部
寄
贈
し
、
県
内

の
図
書
館
に
も
蔵
書
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

今
年
度
は
滋
賀
県
の
祭
礼
を
支
え
る
集
落
の

人
々
と
文
化
的
景
観
に
注
目
し
、
そ
の
中
で
目
に

つ
く
〝
不
思
議
な
瓦
〞
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

た
展
示
を
近
江
八
幡
市
立
「
か
わ
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
で
行
い
ま
す
。
 

日
本
の
瓦
は
６
世
紀
に
百
済
か
ら
瓦
博
士
が
来

て
作
ら
れ
始
め
８
世
紀
に
は
数
百
の
瓦
葺
き
寺
院

が
建
て
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
当
時
の
古
代
瓦
や

戦
国
期
の
城
を
葺
い
た
瓦
の
研
究
は
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
江
戸
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
と

作
ら
れ
た
飾
り
瓦
の
研
究
は
あ
ま
り
さ
れ
て
な
い

よ
う
で
す
。
江
戸
期
か
ら
始
ま
っ
た
近
江
八
幡
市

の
八
幡
瓦
は
様
々
な
意
匠
を
凝
ら
し
独
自
に
展
開

し
ま
し
た
。
寺
院
の
本
堂
の
鬼
瓦
が
天
女
だ
っ
た

り
、
神
社
の
拝
殿
の
瓦
が
波
兎
や
竜
だ
っ
た
り
。

軒
瓦
や
塀
や
門
に
火
伏
せ
の
波
や
魚
の
文
様
の
飾

り
瓦
。
朝
鮮
通
信
使
を
象
っ
た
瓦
人
形
も
あ
り
ま

す
。
何
が
求
め
ら
れ
、
当
時
の
職
人
達
が
そ
れ
に

応
え
た
か
、
き
っ
と
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

そ
の
よ
う
な
〝
瓦
の
美
〞
を
発
見
し
、
体
系
づ
け

よ
う
と
い
う
試
み
が
今
回
の
「
近
江
の
瓦
に
み
る
美

を
訪
ね
て
」
と
い
う
展
示
で
す
。
寺
院
・
神
社
の
鬼

瓦
、
民
家
の
飾
り
瓦
等
を
写
真
で
記
録
し
、
「
か
わ

ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
収
蔵
さ
れ
て
い
る
瓦
と
共
に

一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
ま
た
図
録
を
作
成
し
今
回
の

展
示
と
そ
の
調
査
結
果
を
出
版
し
ま
す
。
ご
来
場
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

 
・
開
催
期
間
　
 

２
０
２
１
年
２
月
２
日
(火
) 〜
 ２
月
28
日
(日
)　
　
 

・
開
催
場
所
   近
江
八
幡
市
立
か
わ
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
 

近
江
八
幡
市
多
賀
町
７
３
８
ー
２
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
４
８
ー
３
３
ー
８
５
６
７

滋賀県の文化

M
ade in S
higa 

 - 身
近
に
感
じ
る
「
美
」
の
世
界

県
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
美
の
滋
賀
」
づ
く
り
に
関
す

る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

B
IW
A
K
O
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
八
幡
山
展
望
館
で
の
瓦
の
展
示
 

寺
院
山
門
の
鬼
瓦

成
安
造
形
大
学
名
誉
教
授
　
木
村

至
宏
氏
が
生
ま
れ
た
守
山
市
東
光

寺
本
堂
の
鬼
瓦
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はるか地平線まで、夕日で真っ赤に染まっ

た冬の田園風景。仕事を終えた農民たちが帰

途につき、カラスもねぐらを目指す頃、収穫

を終えた田んぼで兵隊さんごっこを遊んで

いた子どもたちも、そろそろ家に帰ろうかと

思案中のようです。立ち上る稲わら焼きの

煙、畦に植えられたダイコン、さりげなく描

かれたものがみな強い郷愁を誘う、今も昔も

変わらないふるさとの風景です。 

野口謙蔵(1901～1944)は蒲生郡桜川村

綺田（現在は東近江市綺田町）出身で、滋賀

県を代表する洋画家です。東京美術学校卒業

後、生まれ故郷の蒲生野にこもり、蒲生野の

美しい自然や素朴な人々の暮らしを、生涯愛

情を込めて描き続けました。その作風は原色

の強烈な色づかいと、息づくような生命感を

持つ曲線主体の描線が特徴的で、日本画の文

人画に通じる要素も多いことから「油絵で描

いた日本画」とも評され、地元を中心に全国

に熱狂的なファンを持っています。

滋賀県立近代美術館　専門学芸員　平田　健生●郷愁を誘う、ふるさとの冬景色

滋賀県の文化

アートのみかた 
　－滋賀県立近代美術館所蔵作品をもとに－

野口謙蔵「冬田と子供」　昭和14(1939)年　油彩・画布　縦130.0×横193.4(cm)　滋賀県立近代美術館蔵
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 ●
び
わ
湖
ホ
ー
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
オ
ペ
ラ
 

ワ
ー
グ
ナ
ー
《
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
》
を
愉
し
む
　
 

　
　
　
　
び
わ
湖
ホ
ー
ル
　
総
括
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
　
  舘
脇
　
昭
 

 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
い
ま
だ
に
衰
え

る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
は
昨
年

３
月
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
作
曲
《
神
々
の
黄
昏
》
（
ニ
ー
ベ

ル
ン
グ
の
指
環
全
４
部
作
の
最
終
作
）
を
無
観
客
で
上

演
、
全
世
界
に
向
け
て
無
料
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
、
30

の
国
で
41
万
人
を
超
え
る
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。
上
演
自
体
の
中
止
が
迫
ら
れ
る
中
厳
し
い
選
択
で

し
た
が
、
こ
の
こ
と
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
第
68
回

菊
池
寛
賞
を
び
わ
湖
ホ
ー
ル
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
素
晴
ら
し
い
作
品
を
上

演
し
続
け
て
参
り
ま
す
。
 

さ
て
、
２
０
２
１
年
３
月
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
オ

ペ
ラ
《
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
》
を
セ
ミ
ス
テ
ー
ジ
形
式
で

上
演
し
ま
す
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
13
作
品
中
６
番
目
の
オ

ペ
ラ
で
、
魔
女
等
に
よ
っ
て
陥
れ
ら
れ
た
お
姫
様
エ
ル

ザ
の
窮
地
を
白
鳥
が
引
く
小
舟
に
乗
っ
た
騎
士
が
現
れ

見
事
救
い
ま
す
。
騎
士
は
「
自
身
の
素
性
を
決
し
て
尋

ね
な
い
こ
と
」
と
い
う
誓
い
を
エ
ル
ザ
に
さ
せ
ま
す

が
、
魔
女
に
疑
念
を
植
え
付
け
ら
れ
た
エ
ル
ザ
は
誓
い

を
破
り
騎
士
に
素
性
を
聞
い
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
は

聖
杯
を
守
る
騎
士
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
だ
と
素
性
を
明
か

し
、
魔
法
で
白
鳥
に
さ
れ
て
い
た
エ
ル
ザ
の
弟
を
人
間

の
姿
に
戻
し
て
去
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
ど
こ

か
「
鶴
の
恩
返
し
」
的
な
印
象
も
受
け
る
、
中
世
の
伝

説
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
作
品
で
す
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
は

こ
の
お
話
に
、
名
曲
の
宝
庫
と
さ
れ
る
魅
力
の
詰
ま
っ

た
大
規
模
な
管
弦
楽
に
よ
る
音
楽
を
付
け
ま
し
た
。
第

１
幕
へ
の
前
奏
曲
、
第
３
幕
へ
の
前
奏
曲
、
婚
礼
の
合

唱
と
い
っ
た
曲
は
特
に
有
名
で
、
単
独
で
演
奏
さ
れ
る

機
会
も
多
い
曲
で
す
。
休
憩
を
含
め
る
と
４
時
間
に
及

ぶ
大
作
で
す
が
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
お
と
ぎ
話
の
世
界
に

ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

滋賀県の文化

オ
ペ
ラ
日
和

●
豆
知
識
 

　
　
セ
ミ
ス
テ
ー
ジ
形
式
と
は
 

 オ
ペ
ラ
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
上
演
形
式
が
あ

り
ま
す
。一
つ
は
通
常
の
オ
ペ
ラ
上
演
で
す
。オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
は
ピ
ッ
ト
に
入
り
、
舞
台
上
に
は
大
道
具
な
ど
で

飾
り
付
け
を
し
、
照
明
で
シ
ー
ン
毎
に
雰
囲
気
を
作
り
、

出
演
者
は
役
と
設
定
に
合
わ
せ
た
衣
裳
を
つ
け
小
道
具

等
を
使
用
し
て
演
技
を
伴
い
上
演
す
る
形
で
す
。
出
演

者
も
舞
台
ス
タ
ッ
フ
も
段
取
り
が
多
い
こ
と
か
ら
、
数

カ
月
に
及
ぶ
稽
古
を
重
ね
て
本
番
に
臨
み
ま
す
の
で
規

模
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
演
奏
会
形
式
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
交
響
曲
第
９
番
の
演
奏
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
独
唱
者
、
合
唱
団
等

は
全
て
ス
テ
ー
ジ
に
乗
り
、
特
に
演
出
効
果
を
加
え
る

こ
と
な
く
演
奏
の
み
を
楽
し
む
形
の
も
の
を
言
い
ま

す
。
今
回
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
の
セ
ミ
ス
テ
ー
ジ
形
式

は
、こ
の
演
奏
会
形
式
を
基
本
に
、舞
台
美
術
や
映
像
、照

明
等
、
演
出
効
果
を
加
え
た
形
で
の
上
演
と
な
り
ま
す
。

びわ湖ホールプロデュースオペラ　 
　　ワーグナー作曲 オペラ 
　　　　　　≪ローエングリン≫ 
全３幕（ドイツ語上演・日本語字幕付） 

 
日　時　2021年3月6日(土)・７日(日)　 　　 
　　　　　　　　　　両日14:00 開演 
会　場　びわ湖ホール大ホール  
指　揮　沼尻竜典 
演　出　粟國　淳 
出　演　福井 敬、チャールズ・キム  ほか 
合　唱　びわ湖ホール声楽アンサンブル 
管弦楽　京都市交響楽団 
チケット  20,000円～2,000円(税込) 
　　　　2021年１月16日(土)発売

び
わ
湖
ホ
ー
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
オ
ペ
ラ
「
神
々
の
黄
昏
」
 

公
演
(２
０
２
０
年
３
月
)


